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綱
島
地
区
連
合
自
治
会
及
び
各
自
治
会
町
内
会
紹
介

〇
綱
島
地
区
連
合
自
治
会

綱
島
地
区
連
合
自
治
会
会
長

綱
島
駅
周
辺
は
商
店
街
が
軒

を
連
ね
、
少
し
足
を
延
ば
せ

ば
綱
島
公
園
や
鶴
見
川
の
河

川
敷
、
綱
島
市
民
の
森
な
ど

豊
か
な
自
然
を
育
む
綱
島
地

区
。
桜
ま
つ
り
や
諏
訪
神
社

の
例
大
祭
、
少
年
す
も
う
大

会
な
ど
、
大
き
な
行
事
の
多
さ
も
特
徴
で
す
。
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
地
域
と
の
絆
を
深
化
し
て
い
く
こ
と

が
狙
い
で
す
。
副
都
心
線
が
乗
り
入
れ
た
東
急
東
横

線
沿
線
と
い
う
こ
と
か
ら
転
出
・
転
入
の
多
い
エ
リ

ア
で
も
あ
り
、
「
第
二
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
も
重
点

を
置
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
「
ひ
っ
と
プ
ラ
ン
港
北
」
綱
島
地
区
計
画
も

今
年
度
か
ら
新
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の

計
画
書
は
、
各
自
治
会
町
内
会
の
全
世
帯
に
配
布
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
既
に
ご
覧
い
た
だ
け
た
か
と
思

い
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
く
ら
せ
る
ま
ち
港
北
を

基
本
理
念
と
し
て
、
港
北
区
役
所
と
港
北
区
社
会
福

祉
協
議
会
が
策
定
し
た
「
ひ
っ
と
プ
ラ
ン
港
北
」
に

沿
っ
て
綱
島
地
区
で
は
『
元
気
で
ふ
れ
あ
う
ま
ち
』

を
合
―
―
―
口
葉
に
、
「
綱
島
ひ
っ
と
プ
ラ
ン
」
を
立
ち
上
げ

推
進
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
こ
の
「
綱

島
ひ
っ
と
プ
ラ
ン
ニ
ュ
ー
ス
」
も
今
回
で
第
3
号
と

な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
に
「
綱

島
地
区
の
ひ
っ
と
プ
ラ
ン
推
進
活
動
」
の
ご
紹
介
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
綱
島
地
区
連
合
自
治

会
で
は
、
平
成
2
6
年
度
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

運
用
開
始
を
目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
中
で
も
「
綱
島
ひ
っ
と
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
諸

活
動
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
回
の
ニ
ュ
ー

ス
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
「
居
場
所
」

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
綱
島
東
地
区
に
「
ふ
れ
あ
い

の
家
・
交
流
サ
ロ
ン
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

今
後
、
西
地
区
に
も
こ
れ
を
拡
大
し
、
地
域
活
動
へ

大
谷

宗
弘

の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
「
ひ
っ
と
プ
ラ
ン
港
北
」

綱
島
地
区
計
画
の
三
本
柱
の
―
つ
に
取
り
組
ん
で

い
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
」
の
活
動
に
つ
い
て

ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
部
会
の
取
組

み
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
私
た
ち
の
地
域
に
あ
っ

て
一
番
購
本
的
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
原
点
」

と
な
る
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
い
つ
起
こ

る
と
も
わ
か
ら
な
い
災
害
時
に
、
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
安
全
を
ど
の
よ
う
に
確
保
で
き
る
か
が

問
わ
れ
る
問
題
で
す
。
普
段
の
「
地
域
で
の
見
守

り
」
が
地
域
の
中
で
ど
こ
ま
で
確
保
さ
れ
て
い
る

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
時
に
「
誰
が
」
「
ど

う
や
っ
て
」
支
援
し
て
い
く
か
と
い
う
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
と
そ
の
た
め
の
日
頃
か
ら
の
「
見
守
り
活

動
」
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
我
々
自
治
会
町
内
会
を
は
じ
め
地
区

社
協
、
地
区
民
児
協
の
連
携
に
韮
づ
い
た
一
体
的

な
活
動
の
仕
組
み
づ
く
り
が
必
須
で
す
。
今
後
こ

の
取
組
み
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
各

自
治
会
町
内
会
が
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域

の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
理
解
ご
協
力
が
必
要
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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自
治
会
町
内
会
紹
介
コ
ー
ナ
ー
（
第
一
回
）

今
回
は
、
綱
島
地
区
連
合
自
治
会
傘
下
1
3
自
治

会
町
内
会
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
、
「
綱
島

温
泉
町
自
治
会
」
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

綱
島
温
泉
町
自
治
会
は
、
鶴
見
川
と
早
洲
川
の

合
流
点
か
ら
綱
島
公
園
の
台
町
ま
で
中
央
町
会

と
複
雑
に
入
り
込
ん
だ
町
内
会
で
、
歴
史
の
古

い
町
内
会
で
す
。
古
市
会
長
、
福
岡
会
長
、
田

中
会
長
に
続
く
4
代
目
の
会
長
さ
ん
が
現
在
の

安
藤
仁
人
さ
ん
で
す
。

安
藤
会
長
さ
ん
は
、
前
任
の
田
中
会

長
（
平
成
10
年
4
月
ー
25
年
6
月
）
さ

ん
が
急
逝
さ
れ
た
直
後
に
会
長
に
ご
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
副
会
長
そ
し
て
民
生

委
員
等
の
要
職
を
長
く
経
験
さ
れ
、
会

員
の
皆
さ
ん
の
熱
い
信
頼
を
受
け
ら
れ

て
の
今
回
の
会
長
就
任
は
、
綱
島
地
区

発
展
の
た
め
に
素
晴
ら
し
い
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
で
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
に
期

待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
、
自
治

会
の
概
要
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ

゜

ス
ノ

(

1

)

世
帯
数
：

5
4
0
世
帯

(

2

)

町
会
の
班
数
芸
5
班

＊
班
長
は
住
民
の
人
か
ら
選
出
、

交
代
で
務
め
て
い
る
。

※
自
治
会
で
把
握
し
て
い
る

78
歳
以
上

の
高
齢
者
は
8
4
名

(
2
0
1
2
年
9
月

現
在
）

(

3

)

自
治
会
の
エ
リ
ア

綱
島
西
一
、
二
丁
日
及
び
綱
島
台
の

一
部

(

4

)

組
織

会
長
、
副
会
長
(

1

名
）
、
会
計
(

l

名）、

会
計
監
査
(

2

名
）
か
ら
構
成
。

①
役
員
会
の
開
催
こ
必
要
に
応
じ
て
年

数
回
開
催
。

②
自
治
会
会
議
玉
老
人
会
（
若
草
会
）

会
議
を
2
か
月
に
1
回
開
催
。

(

5

)

活
動

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
、
日
帰

り
旅
行
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
そ
の
他

綱
島
地
区
の
行
事
（
さ
く
ら
祭
り
、
少

年
す
も
う
大
会
、
盆
踊
り
大
会
、
夏
祭

り
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
）

へ
の
参
加
。

1
年



落語を楽しんでいます

催催援

＊
お
問
合
せ

後共 主

地
域
の
皆
様
同
士
で
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
こ

う
と
綱
島
地
区
で
初
の
交
流
サ
ロ
ン
が

9

月
2
5
日
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
サ
ロ
ン

は
、
高
齢
者
同
士
、
地
域
住
民
に
日
常
的

に
交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
「
元
気

で
ふ
れ
あ
う
ま
ち
綱
島
」
を
合
言
葉
に
、

平
成
2
4
年
度
か
ら
検
討
を
始
め
、
今
年
度

か
ら
こ
れ
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
他
地

区
で
同
種
事
業
を
進
め
て
い
る
施
設
の
視

察
や
綱
島
地
区
内
の
候
補
施
設
な
ど
を
探

索
し
、
実
現
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
「
ひ
っ
と
プ

ラ
ン
港
北
」
綱
島
地
区
計
画
計
画
」
に
某

づ
く
第
1
号
の
事
業
で
す
。
推
進
委
員
会

「
地
域
交
流
部
会
」
で
は
、
今
後
こ
の
サ

ロ
ン
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
定
期
的

な
開
催
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
同
時

に
、
綱
島
西
地
区
に
お
い
て
も
こ
れ
を
拡

大
し
、
地
域
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
サ
ロ
ン
の
活
動
に
よ
っ
て
交

流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
よ
う
に
願
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会場地図

←綱島駅

綱
島
東
地
区

サ
ロ
ン
開
設
＇
・

「
ふ
れ
あ
い
の
家
」

交
流

地
域
交
流
部
会
の
活
動
現
況

♦｀ン 親友会自治会館（ここが会場です）
------------------O----------------------

♦♦ 鶴見川

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
の
こ
れ
か
ら
の
取
組

「
防
災
の
取
組
み
」
と
同
じ
よ
う
に
、
い
や
そ
れ
以

上
に
「
要
援
護
者
事
業
」
の
取
組
み
は
、
「
自
治
会

町
内
会
の
活
性
化
」
に
直
結
す
る
も
の
で
、
最
終

的
に
は
、
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
あ
る
い
は
「
町
会

の
班
単
位
」
で
進
め
な
け
れ
ば
実
効
性
（
実
現
出

来
て
、
効
果
の
あ
る
や
り
方
）
が
担
保
で
き
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
お
互
い
に
身
の
回
り
の
人
た
ち
へ
の
関

心
を
ど
の
よ
う
に
持
っ
て
も
ら
う
か
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
「
い
ざ
と
な
れ
ば
誰
か
が
や
る
」
で
は
、

現
在
の
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
困
難

で
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
確
か
に
一
日
二
日
で

実
現
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら

の
隣
近
所
の
交
流
が
、
要
援
護
者
事
業
活
動
の
原

点
で
す
。

従
っ
て
、
要
援
護
者
名
簿
を
各
自
治
会
町
内
会
・

民
生
委
員
で
共
有
し
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
あ
る

い
は
「
町
会
の
班
単
位
」
な
ど
で
対
応
し
て
い
く

方
向
が
実
効
性
の
あ
る
対
応
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

今
年
度
内
の
早
い
時
期
に
連
合
自
治
会
で
こ
の
取

り
組
み
方
針
を
決
定
し
、
前
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

「
ひ
っ
と
プ
ラ
ン
港
北
」
綱
島
地
区
計
画
推
進
委
員
会
地
域
交
流
部
会

綱
島
親
友
会
・
綱
島
東
町
自
治
会
・
綱
島
中
町
自
治
会
・
綱
島
東
親
和
会

綱
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
交
流
部
会
責
任
者
座
閻
英
夫

※
推
進
委
員
会
で
は
、
今
後
、
こ
の
サ
ロ
ン
を
地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
定
期
的
に

開
催
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。 II
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11

電
話

(
5
3
l
)
7
5
5
4
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地
域
情
報
部
会
の
こ
れ
か
ら
の
取
組

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
監
盟
呵
順
調
に
進
む

地
域
情
報
部
会
の
活
動
は
、
当
面
、
年
2
回
発

行
の
ニ
ュ
ー
ス
の
継
続
と
連
合
自
治
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
に
よ
る
地
域
情
報
の
提
供

の
仕
組
み
作
り
で
す
。

10
月
現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
と
し
て
こ
れ
か

ら
繋
が
る
サ
ブ
ペ
ー
ジ
の
計
画
案
の
作
成
が
進

み
、
間
も
な
く
、
来
春
4
月
稼
働
を
目
標
と
し

た
制
作
に
取
り
か
か
る
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
メ
ー
ジ
作
り
は
部

会
の
中
に
「
H
P
開
発
W
G
（
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
）
」
を
設
け
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
を
推
進
委
員
会
に
諮
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
地
域
の
皆
様
や
自
治
会
町
内
会
・
商
店

会
・
各
種
活
動
団
体
な
ど
の
み
な
さ
ま
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
情
報
提
供
な
ど
に
つ
い
て
ご

提
供
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
の

で
是
非
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



島い虞陽～ ヽ綱島地区社会福祉協議会のコーナー

綱
島
地
区
お
よ
び
近
隣
住
民

（
限
定
な
し
）

毎
週
金
曜
日
10
時
1
1
2
時

綱
島
地
区
セ
ン
タ
ー
2
階
娯
楽
室

和
室
連
合
町
内
会
か
ら
の
助
成

地
区
社
協
か
ら
の
助
成

広
報
周
知
綱
島
地
区
社
協
広
報
紙

問
い
合
わ
せ
詳
し
く
は
港
北
区
社
会
福
祉
協
議
会
へ

T
E
L
5
4
7
,
2
3
2
4
 

財

源

定
例
日
時

会

場

対

象

綱
島
地
区
唱
祉
咀
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

2F福祉相談コーナー

毎
週
金
曜
日

10
時
ー

12
時
の
間
に
綱
島
地
区
セ
ン

タ
ー

2
階
、
娯
楽
室
に
隣
接
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
利
用

し
、
地
区
社
協
役
員
が
常
駐
し
、
問
い
合
わ
せ
の
対

応
や
、
福
祉
梢
報
を
提
供
す
る
地
区
社
協
事
務
所
と

し
ま
し
た
。

異
世
代
交
流
と
町
内
会
対
抗
が
ポ
イ
ン
ト

時
平
成
2
5
年
12
月
1
日
（
日
）
小
雨
決
行

所

綱

島

小

学

校

校

庭

間
小
学
生

9
:
3
0
~

受
付
9
:
0
0

中
学
生
・
一
般

（
小
学
生
と
同
じ
但
し
小
学
生
を
優
先
）

全
試
合
終
了
後
3
時
頃

1
5
0
名

①
1
チ
ー
ム
6
名
但
し
内
2
名
は
女
性
と
す
る

②
1
3
町
会
が
各
ー
チ
ー
ム
選
出
要
望

③
各
子
ど
も
会
に
て
参
加
者
を
ま
と
め
て
登
録
を

1
1
月
2
5
迄

綱
島
地
区
青
少
年
指
導
委
員
会

（
中
森
）
0
4
5
,
5
3
1
'
1
7
1
2

問
合
せ

表
彰
式

募

集
団
体
戦

時場 日 第
1
7
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す

昨年の模様

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
し
て
い
ま
す

「
ひ
っ
と
プ
ラ
ン
港
北
」
綱
島
地
区
計
画
推
進

委
員
会
で
は
『
元
気
で
ふ
れ
あ
う
ま
ち
綱
島
』

を
合
言
葉
に
、
ひ
っ
と
プ
ラ
ン
ニ
ュ
ー
ス
の
発

行
と
綱
島
連
合
自
治
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立

ち
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

地
元
、
綱
島
在
住
の
方
で
お
手
伝
い
頂
け
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
の
の
お
問
い
合
わ
せ

E
'
m
ail: 
h
y
y
y@
d
3
.d
i

o
n.n
ej
p
 (
山
勾
磁
）
古
』

心ッ ’
□71)
1

0
時
ー
12
?

場
所
綱
島
地
区
セ
ン
タ
ー

2
階
和
室

講
師
安
田
加
代
了
先
生
（
歯
科
衛
生
士
）

講
座
口
腔
講
座
（
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
）

讐
の
内
容

・
ロ
腔
の
働
き

食
べ
る
・
飲
む
・
呼
吸
す
る
・
話
す
・
表
情
を
作
る

・
ロ
腔
の
ケ
ア

．
唾
液
の
大
切
さ

・
む
せ
た
り
、
窒
息
す
る
こ
と
の
予
防

主
催
綱
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
参
加
し
て
見
て
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
綱
島
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
ま
で

電
話
0
9
o
l
1
0
4
9
1
8
4
4
9
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でふれあうまち綱島

2013年（平成25年） 10月～2014年（平成26年）3月

イベントカレンダー
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♦
 -•一 ♦

 -•一 ♦忘

開催日 イベント 会場 主催

1 3日（日） 第25回綱島スポーツ 綱島小学校・校庭 綱島地区連合自治会
フェスティバル

1 9日（士） ふるさと「港北ふれあいまつり」 新横浜駅前公園 港北区役所
（綱島地区連合自治会参加）

25日（金） 港北ほくほくフェスタ 港北公会堂
港北区社会福祉協議会

10月 港北区社会福祉保健課

2 6日（上） 綱島東小学校地域防災拠点訓練 綱島東小学校・校庭
綱島東小学校地域防災拠点

運営委員会

25年 2 7日（日） 北綱島小学校地域防災拠点訓練 北綱島小学校・校庭
」頃鴫小学校地域防災拠点

運営委員会

1 1月 2日（土） 「ふれあって北綱島」 北綱島特別支援学校 北綱島特別支援学校・同PTA会

1日（日） 第 17回綱島グランドゴルフ大会 綱島小学校・校庭
綱島地区青少年指導委員会・
同スポーツ推進委員

12月 3日（火） 住民向け啓発講座 綱島地区センター 綱島地区社会福祉協議会

8日（日） 港北区「第九演奏会」 港北公会堂 港北区

1日（水） 諏訪神社元旦祭 諏訪神社 氏子連

5日（日） 港北区新年賀詞交歓会 新横浜プリンスホテル 港北区・港北区連合町会

1月 9日（木） 綱島地区新年賀詞交歓会 ザニューオークラ 綱島地区連合自治会

1 1日（士） 港北区消防出初式 日産スタジアム駐車場 港北区、港北消防署・消防団

26年 1 2日（日） 港北区駅伝大会 日産スタジアム 港北区地域振興課

2月 中旬
綱島地区社会福祉協議会

未定 綱島地区社会福祉協議会
研修施設見学

中旬 第18回綱島桃まつり 綱島市民の森 市民の森愛護会
3月

綱島地区連合自治会
下旬 第24回綱島桜まつり 綱島公園 綱島地区社会福祉協議会

―1
0
―
一
年
三
月
十
一
日
か
ら
一
一
年
半

が
経
過
し
ま
し
た
。
横
浜
市
で
は
「
自

助
・
共
助
」
を
防
災
・
減
災
の
基
本
と

位
置
付
け
て
防
災
計
画
を
見
直
し
し
て

一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
「
想
定
外
」
が

防
災
の
当
た
り
前
の
よ
う
に
言
わ
れ
ま

す
が
、
「
災
害
」
は
、
も
と
も
と
「
想
定
外
」

と
い
う
の
が
自
然
観
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

昔
か
ら
「
地
震
、
雷
、
火
事
、
お
や
じ
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
っ
て
「
当

た
り
前
」
の
思
想
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

で
も
、
地
球
的
規
模
で
活
動
期
に
入
っ

て
い
る
今
日
、
火
山
も
地
震
も
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
生
き
て
い
る
限
り
こ

れ
に
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
！
「
地
域
防
災
拠

点
」
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、

改
め
て
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
精
神
の

復
活
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
て
み
ま
せ

ん
か
！
こ
の
こ
と
は
、
地
域
福
祉
と
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
近
い
将
来
、
き
っ

と
大
地
震
は
起
き
ま
す
。

BE
"日M
~

心
｀
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 お問い合わせ 地域情報部会 雌艮： 090--8684-1855（平日 10:00~17:00)


